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纏足再考

ーー足元から考える中国女性史ーー



＊纏足：幼時（3、4才時）に女性の足を成長しないように緊縛した、

中国の風習。明・清時代をピークに千年以上続いた

＊「子供は痛苦に泣き叫ぶ。皮肉は腐敗し、鮮血。折るは眠れず、

食も喉を通らない。種々の疾病、このために生じる」（「不纏足運

動ー－束縛を解き放つ」）

＊女性に大きな苦痛を与え、束縛した纏足は、一方で「美」の基準

となり、女性たち自身が「主体的」に施す

→纏足とは何を表象し、女性たちにとって何であったのか？



＊纏足の手順、影響









＊纏足の靴（三寸金蓮）



＊纏足の女性たち



＊纏足の起源と拡大
＊起源

・未だ解明されず。隋・唐以前は確証なし（楊貴妃の靴が小さかったという説

あり）。宋代に極少数ながら士大夫層で行われていた（「小足が美人の要

件」に）

＊拡大・・・やがて南方へ拡大

・元代・・・元曲・雑劇に表現される

・明代・・・纏足をしないのは卑しい女とされ、良家との結婚困難に。一般庶民

にも広く普及

・清代・・・最高潮に。盛装した女性たちの肖像写真の纏足



＊地域的偏差

・チベット・新疆・寧夏には広まらず

・東北三省・内蒙古・・・漢人の移住に伴い増加

・黄河流域の内陸部各省で盛行・・・特に山西省。陝西、甘粛

・内陸部の安徽・江西、沿海部の江蘇・浙江の特に都会は比較的少ない

・福建・広東・広西・台湾・海南島では普遍的な風俗ではなかった

・少数民族、客家には纏足の風習はなかった

＊階層的拡大

・一部の上層支配階級の女性や妓女たち → 一般庶民へも拡大





＊反纏足運動の展開
・宋代にも批判あり。清代には政府も禁令発布（1664年、康熙帝）

・清末・・・「男女平等」「女権」等の欧米思想の流入→社会改革、女性解放運動

・外国人キリスト教宣教師・・・1875年、雑誌『万国公報』の記事の影響（「野蛮で

遅れた風習」）。1895年、英国商人の妻リトル夫人が「天足会」を設立

→留日学生、女性活動家らに拡大

・1883年：康有為、広東に不纏足会を創立 ←日清戦争の敗北。救国・富国強

兵の希求

・1897年：梁啓超、譚嗣同ら、不纏足会を設立し（本部：上海）、規約を制定（女

性を苦痛から救うというより、不纏足者の結婚難解消が主目的）

→全国的な不纏足運動ブームへ



・1898年：光緒帝、纏足禁止令発布 →保守派の抵抗。運動の頓挫

・辛亥革命後の1912年：臨時大総統孫文、各省に纏足禁止を勧告

・1920年代以降・・・国民政府、繰り返し纏足禁止令を発布。新生活運動（1934年

～）における衛生問題として一定の成果

・1940年代、日中戦争中でも禁止令発布。但し、戦乱から逃れる必要

・中華人民共和国建国後・・・1950年代に纏足終息。1990年代以降徐々に消滅



＊纏足の表象したもの
＊「美」

・性的付加価値化・・・纏足を性的魅力の要件とする男性の嗜好の広がり

・容貌・家柄・財産と並ぶ結婚条件としての比重の高まり、必須条件化

＊「束縛」

・奇形化した足・・・歩行は不自由。日常の行動制約（労働、移動、育児）

・男性が女性を支配管理する社会を象徴するもの。封建的な父権社会の社会秩序遵

守を示す符号

＊女性たち・・・幼児期の壮絶な苦痛の経験。纏足をしていない女性に対する優越意

識（内面化）。纏足の誇示（コー：纏足を女性主体の文化としてのとらえ直し）→声

＊漢族文化の象徴・・・清朝の支配者である満族との差別化



（小林明日香「中国女性から見た纏足」）



＊外国人のまなざし・・・好奇心と蔑視。「野蛮で遅れた習慣」

コー：欧米人の断片的な中国観察が、いかに恣意的に中国イメージを作り

替えたかを指摘。

＊康有為、梁啓超ら立憲派男性知識人たち・・・外国人たちのまなざしを受容。

清末の列強による中国侵略が進行している中で、救国、富国強兵の必要性を

痛感 →反纏足運動展開・・・目的のための女性の身体の利用・動員。放足

（解足）による女性たちの再びの苦痛。賞賛から蔑視へのまなざしの大転換



＊女性の身体加工

＊「美」と「女性らしさ」の追求

・コルセット・・・細いウエストの強制

・ハイヒール・・・ #KUTOO運動・・・女性らしさの強制に反対

＊＊纏足、コルセット、ハイヒール・・・共に身体を通しての女性役割、女性規範の 強
制。多大な苦痛の代償の意識の内面化も、主体的選択ではなく、強制の結果と言え
る
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